
み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

糖
尿
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　

糖
尿
病
と
は
ど
ん
な

病
気
な
の
か
、
予
防
の

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
保
健
師
・
栄
養
士
が

話
し
ま
す
。

▽�

と
き　

２
月
22
日
火
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
1
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具

▽�

申
し
込
み　

２
月
15
日
火
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

Ｍ
ｅ
ｎ
，ｓ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

料
理
初
心
者
の
男
性
向
け
に
料
理
の

基
礎
か
ら
は
じ
め
、
家
で
で
き
る
簡
単

な
料
理
を
作
り

ま
す
。
で
き
あ

い
の
そ
う
菜
で

済
ま
せ
て
い
る

人
や
食
事
が
ワ

ン
パ
タ
ー
ン
に

な
り
が
ち
な
人

な
ど
、
栄
養
の

知
識
を
得
な
が
ら
、
こ
の
機
会
に
料
理

の
腕
を
み
が
き
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　

２
月
15
日
火
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
男
性

▽�

定
員　
12
人

▽�

参
加
費　
４
０
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
ふ
き
タ
オ
ル
、
ス
リ
ッ
パ
、
筆

記
用
具

▽�

申
し
込
み　

２
月
８
日
火
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

令
和
４
年
度
児
童
生
徒
就
学
援
助

新
入
学
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給

　

経
済
的
な
理
由
で
小
中
学
校
へ
の
就

学
が
困
難
な
世
帯（
生
活
保
護
世
帯
は
除

く
）
に
、
学
用
品
費
や
給
食
費
、
修
学
旅

行
費
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。
対
象
は
、世

帯
全
員
の
所
得
な
ど
が
一
定
の
基
準
以

下
の
世
帯
に
限
り
ま
す
。

　

新
入
学
学
用
品
費

は
、期
限
内
に
就
学
援

助
を
申
請
し
、
対
象

者
の
条
件
を
満
た
す

人
に
対
し
て
、入
学
前

（
３
月
中
旬
～
下
旬
）

に
支
給
し
ま
す
。

▽�

申
請
期
限　

２
月

21
日
月

※�

申
請
期
限
後
も
、４

月
末
ま
で
に
申
請
し
認
定
さ
れ
た
人
は

就
学
援
助
費
振
込
時
（
７
月
末
～
８
月

上
旬
）
に
新
入
学
学
用
品
費
を
含
め
て

支
給
し
ま
す
。

▽�

対
象　
次
の
❶
～
❹
を
全
て
を
満
た

す
人

❶�

児
童
生
徒
が
令
和
４
年
４
月
に
芦
屋

町
立
小
中
学
校
に
入
学
予
定
の
人

❷�

就
学
援
助
の
要
件
に
該
当
す
る
人

❸�

申
請
時
に
芦
屋
町
に
居
住
し
て
い
る

人
（
令
和
４
年
３
月
末
以
前
に
町
外

に
転
出
す
る
人
を
除
く
）

❹�

生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
人

※�

入
学
前
支
給
を
受
け
た
後
、
転
出
な

ど
に
よ
り
対
象
か
ら
外
れ
た
場
合
は
、

返
還
し
て
も
ら
い
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

提
出
書
類　

申
請
書
と
手
引
き
は
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
ま
た
学

校
教
育
課
窓
口
に
も

問い合わせ（市外局番０９３）

☎223-3677図 書 館
☎222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎223-0731町民会館 ☎222-1981芦屋東公民館

☎223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎222-2555
芦屋釜の里 ☎223-5881

☎ 222-0181総合体育館

　

掲
載
の
催
し
な
ど
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

状
況
に
よ
っ
て
、
変
更
・
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

健
康
・
子
育
て

就学援助
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あ
り
ま
す
。

▽�

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育

係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
４
７
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
資
金
や

就
学
資
金
な
ど
を
支
援
し
ま
す

　

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父
ま

た
は
寡
婦
の
生
活
安
定
と
扶
養
し
て
い

る
子
ど
も
の
福
祉
の
た
め
、
無
利
子
ま

た
は
低
利
子
で
各
種
資
金
の
貸
し
付
け

を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
福
岡
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ

さ
い
（「
福
岡
県　

ひ
と

り
親　
貸
付
」
で
検
索
）。

▽�

問
い
合
わ
せ　

宗
像
・
遠
賀
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
（
☎
２
０
１
‐
４
１

６
２
）

福岡県

令和４年４月から
成年（成人）年齢が

20歳から18 歳へ  
　自分の意思でスマートフォンや車、
アパート、クレジットカードなど、何
でも一人で契約できてしまいます。未
成年者ではないので、未成年者取り消
し権は使えなくなります。
＜注意＞
■�子どもがいる家庭は、今一度子ども
に注意を呼びかけ、契約のリスクを
説明しましょう。
■�悪質事業者は、成年（成人）
になったばかりの社会経験や
判断能力の乏しい若者に狙い
を定め、契約のために消費者
金融などで借金をさせること
もあります。
■�インターネットでの契約に
は特に注意が必要です。
■�友人からの紹介である場合、
安易に契約してしまった結
果、人間関係が壊れ、借金
だけが残った事例が数多く
あります。

▽ �問い合わせ　芦屋町消費生活相談窓口
　（☎２２３‐３５４３）※環境住宅課内

消費者ホットニュース

広報あしや　2022.2⑬

� たんぽぽコーナーたんぽぽコーナー
対象は、就学前の子どもと保護者です。
●問い合わせ　芦屋町子育て支援センター

 「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　２月 16日水・午前10時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館和室
※�たんぽぽスタッフが絵本や
おもちゃを用意して待って
います。

２月の日曜開館日　６日・20日
♥にこにこ絵本

　 ▽ �とき　２月７日月・
　　午前 11時～ 11時 30分
♥絵本タイム

　 ▽ �とき　２月 18日金・
　　午前 11時～ 11時 30分
♥親子教室「リズム遊び」（10組限定）

　 ※２月 14日月から予約開始 　

　 ▽ �とき　２月25日金・午前10時～11時
　※�イベントのため、午前中の入館は予約
者のみ

♥育児相談
　�【ほほえみ相談】
　  小児専門の臨床心理士による相談

　 ▽ �とき　２月２日水・午前10時～正午
　※�予約は町内に住んでいる人のみです。
　�【たんぽぽ相談】
　  保健師・栄養士による相談
　� 　２月の相談は行っていませんが、気に
なることがあれば、気軽に電話してくだ
さい。
　※次回は、３月８日火です。
　�【離乳食の日】（５組限定）
　  栄養士による栄養指導と進め方相談
　 ▽ �とき　２月８日火・午前 10 時 30 分
～ 11時 30分

　※�実際には食べませんが、家庭で作った
離乳食や市販のベビーフードの形状や
種類などのアドバイスをします。



任
期
付
職
員
・

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

【
任
期
付
職
員
】

1
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

▽
募
集
人
数 　
１
人

▽�

勤
務
地　
芦
屋
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

セ
ン
タ
ー
（
芦
屋
町
町
民
会
館
２
階
）

▽�

業
務
内
容　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
業
務
（
調
整
、連
絡
、相
談
）、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
に
関
す
る
事
業
の

企
画
・
立
案
、
運
営
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
セ
ン
タ
ー
の
管
理
・
運
営
に
関
す

る
事
務

▽�

勤
務
時
間　
午
前
８
時
45
分
～
午
後

５
時
30
分
（
休
憩
60
分
）

▽�

勤
務
形
態　
週
４
日
勤
務

※�

休
館
日
…
日
曜
・
祝
日
（
事
業
実
施

の
場
合
勤
務
あ
り
）、
年
末
年
始
（
12

月
28
日
～
１
月
３
日
）

▽
給
料　
月
額
17
万
９
０
４
０
円

▽�

応
募
要
件　
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
で
、
パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
た
事
務
処
理
が
で
き
る
人

　

�

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
経
験

が
３
年
以
上
あ
る
人 

②
そ
の
ほ
か
教

育
委
員
会
が
適
当
と
認
め
た
場
合

▽�

勤
務
開
始
日　
４
月
１
日
金

▽�

申
込
期
限　

２
月
16
日
水
（
郵
送
の

場
合
は
16
日
水
必
着
）

▽�

試
験
内
容　
個
人
面
接

※
日
程
は
人
事
係
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

【
会
計
年
度
任
用
職
員
】

2
特
別
支
援
学
級
介
助
員

▽�

任
期　
４
月
１
日
金
～
令
和
５
年
３

月
31
日
金

※�

勤
務
成
績
が
良
好
で
、
同

職
種
が
あ
る
場
合
、
再
度

任
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す（
た
だ
し
、２
回
ま
で
）。

▽
募
集
人
数 　
１
人
程
度

▽�
勤
務
地　
町
内
の
小
中
学
校

▽�
業
務
内
容　
特
別
支
援
学
級
の
教
員
の

補
助

▽�

勤
務
時
間　
午
前
８
時
15
分
～
午
後
３

時
の
間
で
学
校
長
が
指
示
す
る
時
間

▽�

勤
務
形
態　
原
則
月
～
金
曜
日
に
１

日
５
時
間
（
週
25
時
間
）

※�

学
校
行
事
な
ど
で
土
日
出
勤
の
場
合

あ
り
（
夏
・
冬
・
春
休
み
は
休
み
）

※�

原
則
休
憩
な
し
。
た
だ
し
、
勤
務
を

延
長
す
る
場
合
は
法
定
の
休
憩
時
間

▽
報
酬　
時
給
８
９
７
円

▽�

保
険　
雇
用
保
険
あ
り

▽�

申
込
期
限　

２
月
10
日
木
（
郵
送
の

場
合
は
10
日
木
必
着
）

▽�

試
験
内
容　
個
人
面
接

※
日
程
は
担
当
課
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

3�

学
童
ク
ラ
ブ
指
導
補
助
員

▽�

任
期　
４
月
１
日
金
～
令
和
５
年
３

月
31
日
金

※�

勤
務
成
績
が
良
好
で
、
同
職
種
が
あ
る

場
合
、
再
度
任
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
（
た
だ
し
、
２
回
ま
で
）。

▽
募
集
人
数 　
１
人

▽�

勤
務
時
間　
午
前
7
時
30
分
～
午
後

6
時
30
分

※�

１
日
３
時
間
30
分
か
ら
７
時
間
15
分

の
シ
フ
ト
制
（
週
21
時
間
程
度
）

※�

１
日
の
勤
務
が
6
時
間
を
超
え
る
場

合
、
休
憩
60
分

▽�

勤
務
形
態　
週
4
日
～
5
日
程
度

▽�

保
険　
雇
用
保
険
あ
り

4
春
期
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
補
助
員

▽�

任
期　
３
月
24
日
木
～
31
日
木

※�

勤
務
成
績
が
良
好
な
場

合
に
４
月
９
日
土
ま
で

引
き
続
き
任
用
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▽
募
集
人
数 　
３
人

▽�

勤
務
時
間　
午
前
９
時

～
午
後
５
時
45
分
の
間
で
７
時
間
勤

務
（
シ
フ
ト
制
、
休
憩
60
分
）

※�

行
事
な
ど
に
よ
り
勤
務
時
間
の
変
更

が
あ
り
ま
す
。

▽�
勤
務
形
態　
週
５
日
程
度

▽�
保
険　
な
し

▽�

応
募
要
件　
高
校
生
不
可

◦
3 �

4
共
通
項
目

▽�

業
務
内
容　
①
児
童
の
保
育
（
宿
題

や
遊
び
の
見
守
り
、
お
や
つ
な
ど
飲

食
の
準
備
）
②
支
援
員
の
補
佐
（
バ

ス
ハ
イ
ク
、
お
楽
し
み
会
の
運
営
）

③
児
童
の
生
活
指
導
（
集
団
生
活
の

支
援
、
事
故
防
止
）
④
環
境
整
備

▽
報
酬　
時
給
８
９
７
円

▽�

申
込
期
限　

２
月
18
日
金
（
郵
送
の

場
合
は
18
日
金
必
着
）

▽�

試
験
内
容　
個
人
面
接

※
日
程
は
担
当
課
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

【
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
芦
屋
会
計
年
度
任
用
職
員
】

5
営
繕
係
員

▽�

任
期　
４
月
１
日
金
～
令
和
５
年
３

月
31
日
金

※�

勤
務
成
績
が
良
好
で
、
同
職
種
が
あ
る

場
合
、再
度
任
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
募
集
人
数 　
２
人

▽�

業
務
内
容　

除
草
・
施

設
の
簡
易
的
な
補
修
な

ど
の
場
内
の
維
持
管
理

▽�

勤
務
時
間　
午
前
7
時
30
分
～
午
後

５
時
30
分
の
う
ち
、７
時
間
45
分
（
休

憩
45
分
）

▽�

勤
務
日
数　
月
16
日
（
土
日
祝
日
勤

務
あ
り
）

▽
報
酬　
月
額
13
万
２
８
７
６
円

※
別
途
期
末
手
当
、
通
勤
手
当
な
ど
あ
り

▽�

応
募
要
件　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
持
っ
て
い
る
人

▽�

保
険　
社
会
保
険
な
ど
あ
り

▽�

申
込
期
限　

２
月
18
日
金
（
郵
送
の

場
合
は
18
日
金
必
着
）

▽�

試
験
内
容　
個
人
面
接

募
集

広報あしや　2022.2 ⑭
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※
日
程
は
担
当
課
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
1
～
4
＝
人
事

係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
４
）
へ
提
出

ま
た
は
郵
送（
〒
８
０
７‐０
１
９
８（
住

所
記
入
不
要
）
芦
屋
町
役
場
総
務
課
人

事
係
宛
） 

※�

申
込
書
は
、
総
務
課
窓
口
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
ま
た
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　�

5
＝
芦
屋
町
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
局

事
業
課
（
☎
２
２
３
‐
０
５
８
６
）

へ
提
出
ま
た
は
郵
送
（
〒
８
０
７
‐

０
１
３
３
（
芦
屋
町
大
字
芦
屋
３
５

４
０
番
地
）
芦
屋
町
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

事
業
局
事
業
課
宛
）

※�

申
込
書
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
直
接

取
り
に
行
く
場
合

は
、
電
話
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
に
該
当
す
る
人
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

※�

任
期
付
職
員
、
会
計
年
度
任
用
職
員

は
、
一
般
職
と
し
て
地
方
公
務
員
法

の
各
規
定
（
守
秘
義
務
、
職
務
専
念

義
務
、
懲
戒
処
分
な
ど
）
が
原
則
適

用
さ
れ
ま
す
。

　３月からＮＨＫ放送受信料の補助申請を
受け付けます。
　３月上旬に補助対象世帯へ申請書を送付
しますので、あらかじめＮＨＫ発行の領収
証など必要なものを準備してください。

■補助対象
　町内でＮＨＫ放送受信契約を行った世帯と事業
所で、令和３年度分（令和３年４月～令和４年３月
分）のＮＨＫ放送受信料を支払った人のうち、防衛
省からの助成を受けてない人（次の1～5のいず
れかに該当する人）
1山鹿地区の世帯
2�平成 30年４月１日以降に芦屋地区へ転入または
転居した世帯
3�芦屋地区で住宅防音工事が完了し、防衛省から
の放送受信料補助が終了した世帯
4�芦屋地区で住宅防音工事が完了し、防衛省からの
放送受信料補助の年間上限額が減額された世帯
5町内の事業所
■補助金申請の受け付け

と　き ところ
３月８日火～31日木
※土日祝日を除く

午前９時
�～午後５時

総務課庶務係
（役場２階）

３月 20日日 午前９時
� ～正午 山鹿公民館

▽ �持ってくるもの
　①�申請書（３月上旬に送付予定）
　②�初めて申請する人や振込口座が変わる人は、申
請者（世帯主）の預金通帳など金融機関の口座
番号がわかるもの（ＪＦマリンバンクは不可）

　③�ＮＨＫ発行の領収証（令和３年４月～４年３月分）

　　※�令和 3年度分の申請は、3月 31 日を過ぎる
と受け付けませんので、注意してください。

　　※�郵便での申請も受け付けます。詳しくは、広
報あしや３月号をご覧ください。

　■領収証がない場合
　　�　申請には、ＮＨＫ発行の放送受信料領収証が
必要です。領収証がない人は、下記ＮＨＫふれ
あいセンターに電話して再発行の依頼をして
ください。

　�　�①�電話で「令和３年４月から令和４年３月まで
の領収証の再発行をお願いします」と伝える
とスムーズです。

　�　�②�後日、ＮＨＫから自宅宛てに領収証が郵送で
届きます。

　　�※�３月ごろは、ＮＨＫの電話窓口が大変混み合
うので、早目の準備をお願いします。

　 ▽�問い合わせ
　　【補助金に関すること】＝庶務係（☎２２３‐３５７２）
　　�【領収証の発行、受信料に関すること】
　　�＝ＮＨＫふれあいセンター（午前９時～午後６時）
　　ナビダイヤル☎０５７０‐０７７‐０７７
　　（土日祝日も受け付け）　　
　　※ �IP 電話などを使用している人で、上記番号

を利用できない場合は
　　　 ☎０５０‐３７８６‐５００３

ＮＨＫ放送
受信料補助
申 請 受 付

人事係
芦屋町ボート
レース事業局

広報あしや　2022.2⑮



令
和
３
年
度
第
５
回
県
営
住
宅
の

入
居
者
募
集
（
ポ
イ
ン
ト
方
式
）

▽�

募
集
住
宅　
県
内
に
所
在
す
る
県
営

住
宅
（
詳
細
は
募
集
案
内
に
記
載
）

▽�

募
集
案
内
配
布
期
間　
２
月
18
日
金

～
３
月
７
日
月

▽�

申
込
受
付
期
間　
２
月
25
日
金
～
３

月
７
日
月

▽�

募
集
案
内
配
布
場
所　
環
境
住
宅
課

窓
口

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
住
宅
供
給
公

社
県
営
住
宅
管
理
部
管
理
課
（
☎
〈
０

９
２
〉
７
８
１
‐
８
０
２
９
）

人
権
生
活
相
談

【
定
例
相
談
】

◎�

２
月
10
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

◎�

２
月
24
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
東
公
民
館

▽�

相
談
内
容　
人
権
に
関
す
る
こ
と
や

生
活
、
就
職
、
進
学
相
談
な
ど

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

◎��

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

無
料
法
律
相
談

▽�

と
き　

２
月
15
日
火
・
午
後
１
時
30

分
か
ら

▽�

と
こ
ろ　
役
場
２
階

▽�

定
員　
７
人
（
先
着
順
）

▽�

受
け
付
け　
２
月
１
日
火
か
ら
、
庶

務
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
２
）
へ

※�

相
談
時
間
は
１
人
約
20
分
で
す
。

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
と
き
は
、
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
契
約
書
な

ど
の
関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�
一
つ
の
相
談
に
対
し
１
回
ま
で
。
ま

た
、
複
数
人
で
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

福
岡
県
司
法
書
士
会

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間

　
福
岡
県
司
法
書
士
会
で
は
、２
月
を「
相

続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」
と
定

め
、
福
岡
県
内
の
司

法
書
士
が
相
続
登
記

の
手
続
き
に
関
す
る

相
談
に
無
料
で
応
じ

ま
す
。
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

期
間　
２
月
１
日
火
～
28
日
月

※�

相
談
日
時
は
紹
介
先
の
司
法
書
士
と

調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
こ
ろ　
福
岡
県
司
法
書
士
会
会
員

事
務
所

▽�

紹
介　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ

募
集

相
談

くらし・行政相談コーナー
（北九州総合行政相談所）
　総務省九州管区行政評価局は、買物や外出のついでなどに気
軽に相談できる窓口「くらし・行政相談コーナー（北九州総合
行政相談所）」を小倉井筒屋に開設しています。
　九州管区行政評価局のほか、福岡県社会保険労務士会や九州
北部税理士会、福岡県司法書士会などの団体が、週替わりで相
談に応じています。相談は無料で、秘密は厳守します。

▽とき　毎週金曜日　午前 10 時～午後 4 時

▽ �ところ　小倉井筒屋新館（小倉北区船場町）8 階商品券売場
奥の応接室

※電話での相談にも応じています。

▽ �相談電話番号　（☎５３１‐６７１０）

▽相談内容

相談内容 開設日
（全て金曜日） 対応機関

行政一般（国などの役所
の仕事に関すること）

３月 25 日までの
毎週金曜日 九州管区行政評価局

年金、健康保険、労災
保険・雇用保険、労働
条件、労務管理全般（募
集・採用から退職まで）
など

２月４日
３月４日

福岡県社会保険労
務士会

税務 ２月 18 日
３月 18 日 九州北部税理士会

不動産登記、商業登記、
遺言・相続、訴訟他民
事一般、債務整理、成
年後見、供託など

２月 25 日
３月 11 日
３月 25 日
・午後１時～４時

福岡県司法書士会

　※�福岡県司法書士会の相談は、開催日当日の午前 10 時から
電話予約が必要です。１組 25 分、先着６組までです。

　 ▽ �問い合わせ　総務省九州管区行政評価局行政相談課
　（☎〈０９２〉４３１‐７０８２）

広報あしや　2022.2 ⑯
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。
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ー
で
最
寄
り
の
司
法
書
士
事
務
所
を

紹
介
し
ま
す
。

▽�
申
し
込
み　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０

－

７な

や

み
８
３

－

５こ
う
し
よ
う

４
４
）

※
平
日
・
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
司
法
書
士
会

（
☎
〈
０
９
２
〉
７
２
２
‐
４
１
３
１
）

２
月
16
日
水
～
３
月
15
日
火

税
の
申
告
を
役
場
で
受
け
付
け
ま
す

　

詳
し
く
は
、
今
号
に
折
り
込
ん
で
い

る
「
所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
が
始
ま

り
ま
す
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

【
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
申

告
書
作
成
】

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
で
き
る
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
所
得
税
の
確

定
申
告
書
が
作
成

で
き
ま
す
。
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ

ー
」
に
ア
ク
セ
ス
し
、

画
面
案
内
に
従
っ
て
、
収
入
金
額
な
ど

を
入
力
す
る
だ
け
で
簡
単
に
作
成
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
自
分
で
作
成
し
た
申
告
書
は
、

必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
税
務
署
に
直

接
送
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
申
告
の
対

象
は
、
給
与
所
得
、
雑
所
得
、一
時
所
得
、

特
定
口
座
年
間
取
引
報
告
書
、
上
場
株

式
な
ど
の
譲
渡
損
失
額
で
す
。
令
和
３

年
分
よ
り
、
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
で
撮
影

す
れ
ば
、
金
額
や
支
払
者
情
報
な
ど
が

自
動
で
入
力
さ
れ
ま
す
。

※�

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
は
パ

ソ
コ
ン
か
ら
の
申
告
が
必
要
で
す
。

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る

人
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ

タ
な
し
で
申
告
が
で
き
ま
す
。

　

所
得
税
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
は
こ
ち
ら⇒

▽�

問
い
合
わ
せ　
課
税
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
４
）

夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す

　

平
日
昼
間
の
訓
練
に
加
え
て
、
次
の

日
程
で
夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す
。

【
ジ
ェ
ッ
ト
機
】

▽�

と
き　
２
月
21
日
月
～
23
日
水
の
日

没
～
午
後
９
時
ご
ろ
（
予
備
日
＝
28

日
月
～
３
月
３
日
木
・
７
日
月

【
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
救
難
捜
索
機
】

▽�

と
き　
毎
週
月
・
火
の
日
没
～
午
後
９

時
ご
ろ
。
第
４
週
は
２
月
21
日
月
～

23
日
水

▽�

問
い
合
わ
せ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
‐
０
９
８
１

内
線
２
５
４
）

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
60
周
年

滑
走
路
を
み
ん
な
で
歩
こ
う

　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
創
設
60
周
年
を
記
念

し
て
、
滑
走
路
と
誘
導

路
な
ど
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
や
飛
行
展
示
と
装
備

品
の
見
学
が
で
き
ま
す
。

▽�

と
き　
２
月
27
日
日

▽�

と
こ
ろ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

▽�

対
象　
遠
賀
郡
、
八
幡
西
区
、
若
松

区
に
住
ん
で
い
る
人

▽�

定
員　
３
０
０
人

▽�

申
し
込
み　

詳
細

は
、
芦
屋
基
地
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
‐
０
９
８
１

内
線
３
４
４
）

無
事
故
・
無
違
反
の

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

▽�

対
象　
折
尾
交
通
安
全
協
会
会
員
で
、

５
年
以
上
ま
た
は
10
年
以
上
継
続
し

て
無
事
故
・
無
違
反
の
人

※�

過
去
に
同
種
の
表
彰
を
受
け
て
い
る

人
は
除
き
ま
す
。

▽�

申
請
に
必
要
な
も

の　

申
請
書
、
運

転
免
許
証（
表・裏
）

と
会
員
証
の
写
し
、

無
事
故
・
無
違
反

証
明
書

※�

申
請
書
類
は
折
尾
警
察
署
・
交
通
安

全
協
会
に
あ
り
ま
す
。

※�

無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
の
発
行
に

は
日
数
が
か
か
り
ま
す
。
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

受
付
期
間　
３
月
１
日
火
～
31
日
木

に
、
折
尾
交
通
安
全
協
会
（
☎
６
０

１
‐
１
８
１
８
）
へ

令
和
４
年
度
の

同
好
会
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

　
同
好
会
と
し
て
の

登
録
を
す
る
と
、
公

民
館
や
町
民
会
館
の

施
設
が
、
年
間
を
と

お
し
て
定
期
的
に
利

用
で
き
ま
す
。

※�

申
請
書
は
中
央
公
民

館
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
登
録
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

▽�

申
請　

２
月
25
日
金
ま
で
に
、
中
央

公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

航空自衛隊
芦屋基地

お
知
ら
せ

国税庁

確定申告書等
作成コーナー

同好会登録

広報あしや　2022.2⑰



要
介
護
認
定
で
障
害
者
控
除
が

適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
所
得
税
法
や
地
方

税
法
で
は
、
申
告
す

る
本
人
ま
た
は
扶
養

親
族
が
障
が
い
者
に

該
当
す
る
場
合
、「
障

害
者
控
除
」
と
し
て

一
定
金
額
を
所
得
か

ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
や
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い

な
く
て
も
、
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の

認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち
、
状
態

に
よ
っ
て
障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
対
象
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
税
の
申
告
を

行
う
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
す
で
に
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
そ
の

手
帳
に
よ
り
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽�

対
象　
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
の

状
態
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
（
要
介
護
認
定
者
で
も
一
定
の
基

準
が
必
要
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
高
齢
者
支
援
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
６
）

※�

申
請
に
は
所
定
の
申
請
書
と
、
場
合

に
よ
り
医
師
の
診
断
書
が
必
要
で
す
。

※�

税
控
除
額
は
、
課
税
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
４
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

平
日
忙
し
い
人
の
た
め
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

　

平
日
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
や
申
請
が
で
き

な
い
人
の
た
め
に
、

次
の
日
程
で
休
日
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※�

急
き
ょ
中
止
に
な

る
場
合
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▽�

と
き　

２
月
26
日
土
・
午
前
８
時
30

分
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
住
民
課
窓
口

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

　

�【
申
請
】　
申
請
書
（
な
い
場
合
は
役

場
で
交
付
）、
申
請
書
貼
付
写
真
（
な

い
場
合
は
、申
請
時
に
無
料
で
撮
影
）、

通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る

人
の
み
）

　

�【
受
け
取
り
】　
交
付
通
知
書
、
通
知

カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

※�

本
人
確
認
書
類
は
、
公
的
機
関
が
発

行
し
た
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き

は
１
点
、
健
康
保
険
証
な
ど
の
顔
写

真
が
な
い
も
の
は
２
点
必
要
で
す
。

※
本
人
の
み
手
続
き
で
き
ま
す
。

※�

住
民
票
な
ど
の
証
明
書
の
発
行
は
行

い
ま
せ
ん
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
住
民
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
１
）

乳
児
に
は
ち
み
つ
を

与
え
な
い
で
く
だ
さ
い

　
１
歳
未
満
の
乳
児
に

は
ち
み
つ
を
与
え
る
と

乳
児
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
症
を

引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
乳
児
ボ
ツ

リ
ヌ
ス
症
と
は
筋
力
低

下
や
反
射
減
弱
、
重
症

の
場
合
は
呼
吸
困
難
、

呼
吸
停
止
を
引
き
起
こ

し
、死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
食
中
毒
で
す
。

　
乳
児
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
症
を
引
き
起
こ
す
原

因
の
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
の
芽
胞
は
、
腸
内
で

増
殖
で
き
ま
せ
ん
が
、
消
化
器
官
が
未
熟

な
１
歳
未
満
の
乳
児
で
は
増
殖
し
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
の
芽
胞
は

加
熱
し
て
も
死
滅
し
ま
せ
ん
。

　

乳
児
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
症
の
予
防
の
た
め
、

１
歳
未
満
の
乳
児
に
は
ち
み
つ
を
与
え
な

い
で
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

リ
サ
イ
ク
ル
家
具
な
ど
を

展
示
販
売
（
入
札
方
式
）

　

中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、
ご

み
の
分
別
収
集
に
よ
る

ご
み
の
減
量
化
、
再
資

源
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
で
、
ご
み
に

出
さ
れ
た
家
具
類
な
ど

を
再
生
し
、
展
示
販
売
を
行
い
ま
す
。

▽��

受
付
期
間　
２
月
28
日
月
～
３
月
５

日
土
・
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
、

３
月
６
日
日
・
午
前
９
時
～
11
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
（
中
間
市
大
字
垣
生
）

▽�

品
目　
タ
ン
ス
・
食
器
棚
・
テ
ー
ブ

ル
な
ど
約
１
５
０
点

▽�

対
象　
中
間
市
・
遠
賀
郡
内
に
住
ん

で
い
る
人

▽�

申
込
方
法　
中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入

し
提
出

▽�

開
札
日
時　
３
月
６
日
日
・
午
前
11

時
30
分
の
受
け
付
け
終
了
後

※�

落
札
者
に
は
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
来
場
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

搬
出
期
限　
３
月
12
日
土
・
正
午
ま
で

※�

購
入
品
の
搬
出
は
、
各
自
で
お
願
い

し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
（
☎
２
４
５
‐
５
３
７
４
）

お
知
ら
せ

広報あしや　2022.2 ⑱
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。
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酸
性
電
解
水
を

無
償
配
布
し
て
い
ま
す

　
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
除
菌
効
果
が
期
待
で
き
る

酸
性
電
解
水
の
無
償
配
布
を
行
っ
て
い
ま

す
。
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽�

と
き
・
と
こ
ろ　

平
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
・
役
場
総
合

案
内
横

　

�

２
月
20
日
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４

時
・
芦
屋
東
公
民
館
、
山
鹿
公
民
館

※
３
月
の
配
布
は
３
月
20
日
日
で
す
。

▽�

配
布
量　

１
世
帯
あ
た
り
１
リ
ッ
ト

ル
程
度

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

容
器
な
ど

※�

紫
外
線
で
酸
性
電
解
水
の
効
果
が
弱

ま
る
の
で
、
遮
光
性
の
容
器
が
適
し

て
い
ま
す
。

▽�

保
管
方
法
な
ど

◦�

涼
し
く
、
紫
外
線
が
当
た
ら
な
い
場
所

で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

正
し
く
保
管
す
る
と
使
用
期
限
は
約

１
カ
月
で
す
。

▽�

使
用
方
法

◦�

除
菌
し
た
い
場
所
の
汚
れ
を
落
と
し

て
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

除
菌
し
た
い
場
所
に
、
酸
性
電
解
水

を
十
分
に
吹
き
か
け
て
か
ら
ペ
ー
パ

ー
タ
オ
ル
で
拭
い
た
り
、
布
巾
や
ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
に
十
分
に
含
ま
せ
て
拭

い
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
２
）

みんなの 
ね・ん・き・ん

【繰上げ請求】
　老齢基礎年金の支給開始を60歳から64
歳までの間に早める（繰り上げる）ことがで
きます。ただし、請求した時点に応じて減額
された年金を生涯受けとることになります。
また、ほかの年金の給付制限などがあります。

老齢基礎年金の
繰上げ・繰下げ請求を知っていますか

▷問い合わせ
◦�国民年金の第１号被保険者期間だけの人＝保険年金係（☎２２３‐３５３２）
◦�厚生年金や共済年金の期間がある人や、その配偶者期間（第３号被保険者期間）がある人＝八幡
年金事務所（☎６３１‐７９６２）

　老齢基礎年金は、受給資格期間（保険料を納めた期間や保険料の免除を受けた期間の合計）が
10年以上ある人が受けとることができます。支給開始年齢は原則65歳ですが、本人の希望により
繰上げ請求や繰下げ請求をすることができます。

【繰下げ請求】
　66歳に到達する前に老齢基礎年金の請求
をしていなかった人は、66歳以降 70 歳ま
での間に遅らせて（繰り下げて）請求するこ
とができます。繰下げ請求をした時点に応じ
て年金額が増額されます。

　�ペットボトルやスプレー容器などに
入れて持ち帰る

　�椅子やテーブル、ドアノブなどスプ
レーで直接噴射。場合によっては拭
き取る

役場などに取りに行く

良く触るところを拭く

◦月▪日

酸
性
電
解
水

広報あしや　2022.2⑲



皆さんの声をまちづくりに

パブリックコメント（意見）募集

【意見募集】
　次の❶～❹の素案に対する、皆さんの意見を募集します。

❹�芦屋町公共施設等総合管理
計画（素案）

　�　公共施設等総合管理計画は、
今後の少子高齢化の進行や町財
政の見通しを踏まえ、必要性の
高いサービスを将来にわたって
持続可能なものとし、公共施設
の安全性やサービスの向上、中
長期的な視点による効率的で効
果的な整備や維持管理を行うこ
とを目的とし、計画的に公共施
設を管理するための基本方針を
定めるものです。
　�　策定から一定の期間が経過し
たことや、これまでに策定した個
別施設計画などの内容を反映す
る必要があるため、芦屋町公共
施設等総合管理計画の改訂を進
めています。❸�芦屋町地域防災計画（素案）

　�　地域防災計画は、災害対策基本法第 42
条に基づき策定する町域の防災に関する
業務や対策などを定めた総合的で基本的
な計画です。
　�　国の防災基本計画と福岡県の
地域防災計画の修正を踏まえ、
芦屋町地域防災計画の見直しを
行っています。

❶�芦屋町地域公共交通計画（素案）
　�　公共交通の確保・維持を図るとともに、
町の実情に応じた公共交通施策を展開する
ため、「地域公共交通の活性
化及び再生に関する法律」に
基づき、芦屋町地域公共交通
計画を策定しています。

❷�第2期芦屋町町営住宅等長寿命化計画
（素案）
　�　町営住宅などの長期的な活用を図るとと
もに、管理戸数の適正化や改善事業・用途
廃止などの方針を定め、計画
的に推進していくため、第 2
期芦屋町町営住宅等長寿命化
計画を策定しています。

⑳広報あしや　2022.2



【❶～❹共通事項】

▽ �素案の配布場所　
◦役場１階総合案内
�◦�役場各課窓口（❶❷=１階環境住宅課、
❸=２階総務課、❹＝２階企画政策課）
◦中央公民館、芦屋東公民館、山鹿公民館
◦町民会館　◦総合体育館
※�町のホームページからも、ダウンロード
できます。

▽ �対象　町内に住んでいるか、通勤・通学
している人

▽ �意見受付期間　１月 28 日金～２月 25
日金（郵送の場合は２月 25日金必着）

▽ �意見に対する対応　提出された意見は、
計画策定の参考とします。意見は住所、
氏名などの個人情報を除き、町の考え方
と合わせて公表します。
　�　また、提出者に対する個別の回答はし
ません。なお、誹

ひぼうちゅうしょう

謗中傷や匿名の意見、
電話による意見は受け付けできません。
※提出された意見は返却しません。

【提出方法】
　所定の様式、または任意の様式に必要事項（住所、氏名、年齢、性別）
と意見を記入し、郵送・持ち込み、ファクス、電子メールのいずれ
かで提出してください。

❶ ❷ ❸ ❹

郵
送
・
持
ち
込
み

〒８０７-０１９８　（住所記入不要）芦屋町役場

環境住宅課
地域振興・交通係

環境住宅課
住宅係

総務課
庶務係

企画政策課
企画係

フ
ァ
ク
ス

２２３‐３９２７

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

tiiki@town.
ashiya.lg.jp

cho-jutaku@town.
ashiya.lg.jp

bousai@town.
ashiya.lg.jp

kikaku@town.
ashiya.lg.jp

問
い
合
わ
せ

地域振興・交通係
☎２２３‐３５３９

住宅係
☎２２３‐３５４０

庶務係
☎２２３‐３５７２

企画係
☎２２３‐３５７０

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp広報あしや　2022.2㉑



芦
屋
釜
の
里
か
ら
の
お
知
ら
せ

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
‐
５
８
８
１
）

1
梅
見
特
別
呈
茶

　

梅
の
花
咲
く
庭
園
の
風

情
を
楽
し
み
な
が
ら
抹
茶

を
一
服
い
か
が
で
す
か
。

▽�

と
き　

２
月
18
日
金
～
20
日
日
・
午

前
９
時
～
午
後
４
時
40
分
受
け
付
け

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�

内
容　
大
茶
室
で
の
呈
茶
（
和
菓
子

と
抹
茶
）

※
お
点て
ま
え前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

料
金　
中
学
生
以
上
５
０
０
円
、
小

学
生
３
０
０
円
、
未
就
学
児
２
０
０

円
（
入
園
料
と
お
茶
代
）

2�

芦
屋
室
町
茶
会

　
芦
屋
釜
が
使
わ
れ

た
室
町
時
代
の
茶
会

を
ア
レ
ン
ジ
し
て
、

抹
茶
を
飲
み
当
て
る

闘と
う
ち
ゃ茶
会
を
行
い
ま

す
。
茶
会
の
見
学
も

で
き
ま
す
。

※�

茶
会
・
見
学
と
も
に
事
前
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

▽�

と
き　
２
月
27
日
日

【
１
回
目
】�

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

【
２
回
目
】
午
後
１
時
～
２
時

【
３
回
目
】
午
後
３
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�

定
員　
茶
会
参
加
者
各
回
８
人
、
見

学
者
各
回
４
人
（
申
込
先
着
順
・
申

し
込
み
は
一
度
に
２
人
ま
で
）

▽�

参
加
費　
【
茶
会
参
加
者
】
中
学
生
以

上
８
０
０
円
、小
学
生
６
０
０
円

　

�【
見
学
者
】
中
学
生
以
上
５
０
０
円
、

小
学
生
３
０
０
円（
入
園
料
と
お
茶
代
）

▽�
申
し
込
み　
２
月
５
日
土
か
ら
受
け
付

け
。
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
芦
屋
釜

の
里
（
☎
２
２
３
‐
５
８
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
園
で
す
。

3
ひ
な
ま
つ
り
特
別
呈
茶

　

早
春
の
清
々
し
い
季
節

に
ひ
な
ま
つ
り
特
別
呈
茶
(

和
菓
子
と
抹
茶
に
よ
る
呈

茶)

を
行
い
ま
す
。
庭
園
を
眺
め
な
が

ら
抹
茶
を
一
服
い
か
が
で
す
か
。

▽�

と
き　
３
月
５
日
土
、
６
日
日
・
午

前
９
時
～
午
後
４
時
40
分
受
け
付
け

▽�

内
容　
大
茶
室
で
の
呈
茶
（
和
菓
子

と
抹
茶
）

※
お
点て
ま
え前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�

料
金　
中
学
生
以
上
５
０
０
円
・
小

学
生
３
０
０
円
・
未
就
学
児
２
０
０

円
（
入
園
料
と
お
茶
代
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
か
ら
の

お
知
ら
せ

▽�

問
い
合
わ
せ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や

（
中
央
公
民
館
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）

1
特
別
展
「
芸
術
家
の
た
ま
ご
展
」

　

町
内
小
中
学
校

と
、
北
筑
豊
地
区

中
学
校
文
化
連
盟

の
児
童
・
生
徒
作

品
を
会
場
い
っ
ぱ

い
に
展
示
し
ま

す
。
授
業
や
部
活

動
な
ど
で
の
作
品
の
数
々
が
一
斉
に
集

ま
る
め
っ
た
に
な
い
機
会
で
す
。

▽�

と
き　

２
月
12
日
土
～
３
月
６
日
日

（
月
曜
日
は
休
館
）・
午
前
９
時
～
午

後
５
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
３
階

2
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
講
座
」

　

ラ
メ
や
小
物
を
詰
め

て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
ノ

ー
ド
ー
ム
を
作
り
ま
す
。

▽�
と
き　
２
月
19
日
土
・

午
後
１
時
～
３
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
５
歳
以
上

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

▽�

定
員　
15
人
（
事
前
申
込
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
１
０
０
円
（
材
料
代
）

▽�

申
し
込
み　
１
月
26
日
水
～
２
月
17
日

木
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
中
央

公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ 

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

中
央
公
民
館
講
座

「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
自
然
災
害
」

�　

自
然
災
害
が
数
多

く
発
生
す
る
日
本
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
と
重
な
る
こ
と
も

考
え
、
３
密
を
避
け

て
の
避
難
行
動
が
必

要
で
す
。
避
難
に
は

「
男
女
共
同
参
画
」
の

視
点
が
必
要
で
す
。

命
を
守
り
、
復
旧
・
復
興
の
担
い
手
と

し
て
「
男
女
共
同
参
画
」
の
意
識
を
防

災
士
と
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

▽�

と
き　

２
月
19
日
土
・
午
前
10
時
～

正
午

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽
参
加
費　
無
料

▽�

講
師　
防
災
士 

江
﨑
俊
子
さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
福
岡
市

民
の
会
）

▽�
定
員　
30
人
（
事
前
申
込
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　
２
月
１
日
火
か
ら
受
け
付

け
。
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
中
央
公

民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

�

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

お
知
ら
せ

広報あしや　2022.2 ㉒
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



㉓ 広報あしや　2022.2

そ
の
時
、

芦
屋
で
時
代
が
つ
く
ら
れ
た

決
戦　
源
平
合
戦
①

　

皆
さ
ん
、
広
報
あ
し
や
１
月
号
と
同

時
配
布
さ
れ
た
「
芦
屋
歴
史
紀
行
号
外
」

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
。
１

月
か
ら
始
ま
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ

「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
を
皆
さ
ん
が
見
ら
れ

る
と
き
に
、
郷
土
芦
屋
と
の
関
わ
り
に
思

い
を
は
せ
て
も
ら
え
れ
ば
と
号
外
チ
ラ
シ

を
作
成
し
ま
し
た
。「
鎌
倉
殿
」
の
主
人

公
、
北ほ

う
じ
ょ
う
よ
し
と
き

条
義
時
と
わ
が
芦
屋
の
誇
る
武

将
、山や
ま
が
ひ
で
と
う

鹿
秀
遠
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
チ
ラ
シ
、

な
か
な
か
の
イ
ン
パ
ク
ト
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
か
ら
の
芦
屋
歴
史
紀
行
は
、
古
代

末
か
ら
中
世
へ
、
貴
族
政
権
か
ら
武
士
政

権
へ
と
大
き
く
揺
り
動
い
た
時
代
を
追
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
い
ざ
、
失
わ

れ
し
時
を
求
め
て
。

　

古
代
で
は
、
律り
つ
り
ょ
う
せ
い
ど

令
制
度
の
も
と
に
行

わ
れ
た
公こ
う
ち
こ
う
み
ん

地
公
民
制
に
お
い
て
、
日
本
中

の
全
国
土
は
全
て
天
皇
の
所
有
で
あ
る
と

宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
飛
鳥
時

代
に
は
、
班は

ん
で
ん
し
ゅ
う
じ
ゅ
ほ
う

田
収
授
法
の
も
と
、
農
民
に

土
地
を
与
え
て
収
穫
を
納
め
さ
せ
る
税

制
が
定
め
ら
れ
、
租そ
よ
う
ち
ょ
う

庸
調
の
制
と
な
り
ま

し
た
。と
こ
ろ
が
、こ
の
制
度
は
負
担
が
大

き
く
、農
民
の
逃
亡
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、奈
良
時
代
に
入
る
と
、三さ

ん
ぜ
い
い
っ
し
ん
の
ほ
う

世
一
身
法

や
墾こ
ん
で
ん田
永え
い
ね
ん
し
ざ
い
ほ
う

年
私
財
法
に
よ
り
土
地
の
私

有
化
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

平
安
時
代
に
は
、
有
力
な
貴
族
や
寺

社
は
盛
ん
に
田
畑
を
ひ
ら
い
て
自
己
の
所

有
地
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
所
有
者
た

ち
は
地
位
と
権
力
を
利
用
し
て
免
税
の

特
権
を
得
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が

荘し
ょ
う
え
ん園の
発
生
で
す
。
農
民
か
ら
年
貢
を
取

り
立
て
る
領
主
は
京
や
奈
良
に
居
住
す

る
貴
族
や
寺
社
で
す
が
、
地
方
で
直
接
荘

園
に
関
わ
る
荘し
ょ
う
か
ん官に
は
、
中
央
か
ら
派
遣

さ
れ
た
者
と
、
地
方
の
有
力
な
豪
族
を
当

て
た
者
と
が
い
ま
し
た
。
地
方
の
豪
族
は

自
分
の
土
地
を
国
家
権
力
か
ら
守
る
た

め
に
、
名
義
上
は
土
地
を
中
央
の
有
力
貴

族
や
寺
社
に
寄き
し
ん進
し
、
実
質
自
分
が
そ
の

ま
ま
荘
官
と
し
て
荘
園
経
営
に
た
ず
さ

わ
る
者
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
平
安
中
期
以
降
、
荘
園
を
経
営
し
て
い

た
地
方
豪
族
た
ち
は
、
家い

え
の
こ子
・
郎ろ
う
と
う党
な
ど

を
養
っ
て
武
装
化
を
進
め
、
一
族
的
結
合

に
よ
る
戦
闘
組
織
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
が
武
士
の
起
こ
り
で
す
。
同
時
代
、

各
地
に
武
士
団
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
彼

ら
は
貴
族
の
身
辺
警
護
に
奉
仕
し
て
中

央
へ
進
出
し
、
棟と
う
り
ょ
う梁の
も
と
団
結
し
て
政

治
に
対
し
て
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
桓か
ん
む
へ
い
し

武
平
氏
と

清せ
い
わ
げ
ん
じ

和
源
氏
が
興お
こ
り
ま
し
た
。
律
令
制
度
が

崩
れ
て
ゆ
く
中
、
地
方
の
治
安
が
乱
れ
、

関
東
で
は
平

た
い
ら
の
ま
さ
か
ど

将
門
の
乱
（
９
３
９
～
９
４

０
年
）、西さ
い
か
い海（
瀬
戸
内
海
）で
は
藤ふ
じ
わ
ら
す
み
と
も

原
純
友

の
乱
（
９
３
９
～
９
４
１
年
）
と
地
方
豪

族
の
中
央
へ
の
反
乱
が
起
こ
り
ま
し
た
。

源
氏
が
東と
う
ご
く国
で
活
動
し
て
い
る
間
に
、

西さ
い
ご
く国
に
勢
力
を
築
い
た
平
氏
は
中
央
政

界
に
進
出
し
、
貴
族
を
圧
し
て
勢
力
を

伸
ば
し
ま
し
た
。
保ほ
う
げ
ん元
の
乱
（
１
１
５
６

年
）、平
治
の
乱
（
１
１
５
９
年
）
で
源
氏

を
都
か
ら
追
い
、
平

た
い
ら
の
き
よ
も
り

清
盛
は
太だ
じ
ょ
う
だ
い
じ
ん

政
大
臣
と

な
り
、
娘
徳と
く
こ子
を
宮
中
に
い
れ
安あ
ん
と
く徳
天
皇

の
外
祖
父
と
な
り
ま
す
。
全
国
に
５
０
０

余
の
荘
園
を
持
ち
、
一
族
を
大
宰
府
に
配

し
て
貿
易
の
利
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
こ

の
時
よ
り
名
の
知
れ
た
港
と
強
力
な
水

軍
を
持
つ
山
鹿
秀
遠
は
、
平
家
方
と
な
り

ま
す
。

�
（
芦
屋
歴
史
の
里
）

▼
歳
末
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る

皆
さ
ん
の
撮
影
に
挑
み
ま
し
た
。
夜

の
撮
影
な
の
で
三
脚
を
用
意
。
せ
っ

か
く
な
の
で
電
飾
の
美
し
い
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
の
と
こ
ろ
で
撮
影
を
、と

向
か
っ
た
の
で
す
が
、ま
さ
か
の
初
雪

と
結
構
な
強
風
。
警
ら
す
る
皆
さ
ん

の
帽
子
は
飛
ん
で
い
き
、な
ぜ
か
そ
の

時
間
帯
だ
け
た
く
さ
ん
降
り
注
ぐ
綿

雪
に
私
の
薄
い
ス
ー
ツ
と
髪
の
毛
は

さ
ん
ざ
ん
な
こ
と
に
。わ
か
り
に
く
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、ま
ち
の
わ
だ
い

（
４
ペ
ー
ジ
）
の
写
真
に
雪
が
写
っ
て

い
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
の
皆
さ
ん
は
、

そ
の
後
も
雪
降
り
し
き
る
夜
の
街
を

歩
い
て
行
き
ま
し
た
。�

（
那な

ぎ木
）

▼
１
月
は
行
く
し
、２
月
は
逃
げ
る
し
、

３
月
は
去
る
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
今

年
度
が
終
わ
る
と
考
え
る
か
、
あ
っ
と

い
う
間
に
暖
か
い
春
が
や
っ
て
く
る
と

考
え
る
か
は
あ
な
た
次
第
と
い
う
こ
と

で
、
私
は
後
者
を
選
び
ま
す
。
表
紙

を
飾
っ
て
く
れ
た
漁
師
の
中
西
政
次
さ

ん
の
手
に
あ
る
大
き
な
取
れ
立
て
の
サ

ワ
ラ
。
本
当
に
お
い
し
い
サ
ワ
ラ
は
漁

師
さ
ん
が
釣
っ
た
直
後
に
す
る
処
理
次

第
と
新
鮮
さ
と
の
こ
と
。
寒
い
冬
は
旬

の
引
き
締
ま
っ
た
サ
ワ
ラ
を
し
ゃ
ぶ
し

ゃ
ぶ
に
し
て
楽
し
み
た
い
で
す
。
ち
な

み
に
町
内
で
あ
し
や
サ
ワ
ラ
を
提
供
す

る
店
舗
を
紹
介
し
た
チ
ラ
シ
が
今
号
に

折
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
よ
。
皆
さ
ん
も

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
芦
屋
沖
で
取
れ
た
サ

ワ
ラ
を
食
べ
て
元
気
に
毎
日
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。�

（
鍬く

わ
も
り守

）

編

集
後
記

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
三
百
九


